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〈写真・菊地信夫〉

　「一度きりの人生、大切にして」と、母校の綾北中学校（綾瀬市）で生徒に語りかける
金子寿（４７歳）さん。県内の小・中・高等学校に出向き、自身の生活やバリアフリーに
ついて体験やクイズ等を交えてわかりやすく講演し今年で１９年目になる。
　金子さんは、１９７８年、高校２年生の時に体操部の練習中に鉄棒から転落、首を骨折し
「頸髄損傷」という障害を負った。医師からもう治らないと知らされたときには「死ん
でしまいたい」と思ったが、手も足も動かせない自分には死ぬこともできなかった。
　退院してからも気分が沈んでいた金子さんは、ある時、欧米の重度障害者がヘルパー
を利用して自立生活をしていると知り、その自立心の強さに衝撃を受けた。「自分も何
かをしなければ」と決意し、１９８５年、入院中に出会った仲間と「Ｆ．Ｌ．Ｃ」（障害者が保護
される存在でなく、差別されることなく主体性を持って、地域で自立するための会）を
創設。“共に生きる社会”をめざしてピアサポートや「車いす体験講習会」（主に小中学生
を対象）などを行っている。中でもアジアやアフリカへの車いす寄贈活動は、「協力して
くれる若者との出会いが、障害のある私たちにとって大きな勇気になっている」と話す。
　また、金子さんの描く絵画と詩には、家族や仲間など“いつもそっと見守ってくれる
心優しき人たち”（詩中から引用）への感謝のメッセージがこめられている。出会いの力
はパワーとなり、活躍はつづいていく。
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特集

～平成20年度県社協事業計画・予算～

　

去
る
三
月
二
十
七
日
に
開
催
し
た
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
度
の
本
会
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
は
、
社
会
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
重
点
事

業
に
据
え
る
他
、
様
々
な
担
い
手
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
福
祉
活
動
実
践
や
、
行
政
を
は
じ
め
、
福
祉
施
設
現
場
や
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
た
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
な
ど
、
地
域
福
祉
の
一
層
の
推
進
に
向
け
た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
に
策
定
し
た
「
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
推
進
計
画
」
の
三
年
次
に
あ
た
り
、
計
画
の
進
行
状

況
や
そ
の
他
の
社
会
状
況
の
変
動
な
ど
に
あ
わ
せ
た
計
画
の
見
直
し
を
す
す
め
ま
す
。

公私協働による地域福祉推進を目指して

だ
れ
も
が
参
加
で
き
、
と
も
に

支
え
合
う
機
会
づ
く
り

　

幅
広
い
層
の
県
民
へ
の
地
域
福
祉
へ

の
意
識
啓
発
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
当

事
者
等
、
市
民
活
動
へ
の
支
援
を
通

し
、
地
域
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
の
積

極
的
な
参
加
と
協
働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
「
と
も
し
び
運
動
新
行
動
指
針
」に
基

づ
き
、
教
育
関
係
を
は
じ
め
と
し
て
関

係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
、県
民

へ
の
福
祉
意
識
の
啓
発
・
醸
成
と
福
祉

教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
支
援
で
は
、

県
民
の
福
祉
活
動
に
対
す
る
神
奈
川
独

自
の
支
援
基
金
で
あ
る「
と
も
し
び
基

金
」に
よ
る
効
果
的
な
助
成
を
通
じ
、

県
民
が
行
う
地
域
福
祉
活
動
の
一
層
の

充
実
に
む
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

当
事
者
が
中
心
と
な
っ
て
悩
み
の
共

有
や
社
会
と
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
模

索
す
る
活
動
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ

づ
く
り
や
相
談
等
を
通
し
た
支
援
を
行

い
、
ま
た
、
障
害
者
の
就
労
や
社
会
参

加
の
場
で
あ
る「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」

の
新
た
な
可
能
性
を
引
き
出
し
、
地
域

活
動
の
拠
点
機
能
と
し
て
の
活
用
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
情
報
の
取
得
や
発
信
等
に

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
へ
の
支
援
を
関
係

機
関
・
団
体
と
協
働
で
す
す
め
、
自
立

や
社
会
参
加
の
促
進
を
は
か
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
、
シ
ニ
ア
層
の
生
き
が
い

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

生
活
圏
域
を
基
盤
と
す
る
地
域 

福
祉
の
推
進

　

市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉
法
人
・
施

設
、
団
体
・
機
関
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
や
保
護
司
な
ど
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
り
、
地
域
福
祉
の
様
々
な
課
題
の

解
決
に
取
り
組
み
、
日
常
生
活
圏
域
・

市
町
村
域
・
広
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域

に
お
け
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

　

市
町
村
社
協
に
対
し
て
は
、
地
域
福

祉
活
動
計
画
を
踏
ま
え
た
住
民
参
加
・

協
働
に
よ
る
活
動
展
開
と
、
組
織
・
運

営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
専
門
相
談
支

援
や
研
修
の
充
実
、
地
域
の
状
況
に
合

わ
せ
た
個
別
支
援
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
役
割
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ー
カ
ー
の
育
成
に
努
め
、
市
町
村
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
展
開

へ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
の
広
域
的
支
援
機
能
を

踏
ま
え
、
本
会
と
市
町
村
社
協
と
の
災
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実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
己
評
価
活

動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
福
祉
人
材
の
確

保
、
育
成
、
定
着
に
向
け
、
看
護
師
・

介
護
職
等
就
労
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
む
け
た

運
営
支
援
、
従
事
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
む
け
た
資
格
取
得
促
進
研
修
や
階

層
別
研
修
の
実
施
な
ど
福
祉
職
場
に
お

け
る
計
画
的
な
人
材
育
成
の
取
組
み
を

支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
福
祉
資
金
等
に
よ
る

経
済
的
自
立
へ
の
支
援
や
日
常
生
活
の

自
立
支
援
に
む
け
た
福
祉
用
具
等
の
利

用
支
援
を
行
い
ま
す
。

神
奈
川
県
社
協
の
経
営
体
制
及

び
財
政
基
盤
の
強
化

　

計
画
事
業
の
着
実
な
遂
行
に
む
け

て
、
経
営
基
盤
、
執
行
体
制
、
経
営
の

透
明
性
の
確
保
等
、
本
会
の
経
営
体
制

及
び
財
政
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

害
協
定
に
基
づ
く
協
力
関
係
を
一
層
進

め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
備
え
た
平

常
時
の
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の 

サ
ー
ビ
ス
の
確
保

　

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
む

け
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利

擁
護
や
苦
情
解
決
、
福
祉
人
材
の
育
成

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
は
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談

セ
ン
タ
ー
（
あ
し
す
と
）
が
発
足
十
年

を
迎
え
、
県
域
の
二
次
相
談
機
関
と
し

て
の
役
割
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専

門
相
談
機
能
の
発
揮
や
市
町
村
の
相
談

機
関
等
の
支
援
事
業
の
実
施
に
よ
り
権

利
擁
護
事
業
の
着
実
な
推
進
を
図
り
ま

す
。「
運
営
適
正
化
委
員
会
」に
お
い
て

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
か
ら
の

苦
情
の
適
切
な
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
）
の
適
正
な
運
営

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
福
祉
施
設
経
営
法
人
等
が
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

特
に
経
営
に
関
す
る
専
門
的
・
個
別
的

な
相
談
へ
の
対
応
強
化
や
研
修
等
の
充

平成２０年度新規・重点事業（一部抜粋）
�参加型福祉教育推進のための福祉教育への取組み
�県民福祉活動への助成及び各種活動資金助成情報の提供
�障害者の就労や社会参加・交流等の場である「ともしびショップ」への支援
�日常生活圏における生活課題への取り組みの推進
�市町村社協の組織・運営基盤の強化に向けた支援
�権利擁護相談の実施（高齢者・障害者の権利擁護を図るための専門相談や普及啓発事業等）
�地域相談機関等支援事業の実施（弁護士派相談事業、アドバイザリースタッフ派遣事業等）
�福祉施設等の経営に関する相談・助言
�福祉人材の確保への支援（看護師・介護職等就労促進セミナーの開催、「福祉の職場の魅力」啓
発リーフレットの作成等）
�福祉人材現任者研修の充実
�県社協事業の効果などを評価する外部評価の導入に向けた検討

平成２０年度総合資金収支予算書（単位：千円）
増　　減前年度予算額本年度予算額会　　　　計　　　　単　　　　位
△３０８，２７３９，７９５，９７４９，４８７，７０１一般会計
△７，１１９９４，０８７８６，９６８公益事業特別会計
１，４２７２９，５８５３１，０１２収益事業特別会計（事業収支）
△１，０００６３４，６２０６３３，６２０生活福祉資金特別会計
△２，５７０１８，０３４１５，４６４県単生活福祉資金特別会計
７，８１０９８，８８６１０６，６９６生活福祉資金貸付事務費特別会計
△１００６７１，２５７６７１，１５７離職者支援資金特別会計
０１０８，９１２１０８，９１２要保護世帯向長期生活支援資金特別会計

△３０９，８２５１１，４５１，３５５１１，１４１，５３０合　　　　　　　　　　計
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NEWS　
　＆

　　　TOPICS
　

戸
塚
区
社
協
の
複
合
型
福
祉
啓
発
事

業
『
と
つ
か
福
祉
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
』
の
一
環
と

し
て
、
�
居
場
所
が
な
い
�
�
人
と
の
関

係
が
苦
し
い
�
と
悩
む
女
性
に
向
け
、

去
る
三
月
二
日
（
日
）、
男
女
参
画
セ
ン

タ
ー
横
浜
で
標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

作
家
で
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト
（
生
活
も

職
も
心
も
不
安
定
さ
に
さ
ら
さ
れ
る

人
々
）
の
問
題
に
も
取
り
組
む
雨
宮
処

凛
（
か
り
ん
）
さ
ん
は
、「
女
性
の
生
き

づ
ら
さ
は
わ
か
り
に
く
く
、
声
を
あ
げ

ら
れ
ず
に
自
滅
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ

れ
を
断
ち
切
る
た
め
に
声
を
出
す
場
が

必
要
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

日
本
ア
ノ
レ
キ
シ
ア
（
拒
食
症
）・
ブ

リ
ミ
ア
（
過
食
症
）
協
会
「
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
」

代
表
の
鶴
田
桃
エ
さ
ん
は
、「
女
性
は

陰
湿
だ
と
思
い
込
み
、
同
性
と
の
関
係

が
う
ま
く
い
か
ず
、

過
剰
に
同
意
し
て
し

ま
う
自
分
が
嫌
だ
っ

た
。
で
も
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
持
つ
信
頼

で
き
る
仲
間
と
の
時
間
を
重
ね
、　
�
私

は
そ
う
思
わ
な
い
�
と
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
「
ダ
ル
ク
女
性
ハ
ウ
ス
」（
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存
に
苦
し
み
、
や
め
た
い

と
願
う
女
性
た
ち
の
共
同
住
居
）
代
表

の
上
岡
陽
江
さ
ん
は
、「
貧
困
は
わ
か

り
や
す
い
が
依
存
症
は
見
え
に
く
い
存

在
。
�
普
通
�へ
の
思
い
込
み
を
や
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
子
ど
も

の
行
動
で
悩
み
を
持
つ
親
か
ら
相
談
が

寄
せ
ら
れ
、「
子
ど
も
は
両
親
に
幸
せ

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
ぜ

ひ
相
談
を
し
て
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
ゲ
ス
ト

と
会
場
の
参
加
者
全
員
で
自
分
の
気
持

ち
を
話
す
わ
か
ち
あ
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
助
グ
ル
ー
プ
が
�
対
等
で
安
全

な
場
所
�で
あ
る
こ
と
を
皆
で
確
認
し
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

◇
当
日
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
は
、「
オ
ー
ル
ニ
ー

ト
ニ
ッ
ポ
ン
」
で
聴
く
事
が
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.allneetnippon.jp/

）

◇
自
助
グ
ル
ー
プ
の
情
報
や
相
談
は
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜
（
�
０
４
５－

８
６
２

－

５
０
５
２
）
や
、
本
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
�
０
４
５－

３
１
２－

１
１
２
１
）
ま

で

わ
か
ち
あ
い
の
大
切
さ
〜
雨
宮
処

凛
と
女
の
子
た
ち
の
「
フ
ツ
ー
に

生
き
さ
せ
ろ
！
」
開
催

県
内
初
！
介
護
職
員
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
研
修
〜
県
介
護
福
祉
士

会
が
試
行

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
う
ち
、
実

務
経
験
三
年
目
程
度
の
介
護
福
祉
士
を

対
象
に
、
初
任
者
等
の
指
導
係
や
小
規

模
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
（
ユ
ニ
ッ
ト
リ

ー
ダ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
等
）

と
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
る

レ
ベ
ル
の
職
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
す
る
、
介
護
福
祉
士
の
現
任
研

修
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
」
が

本
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
県
介

護
福
祉
士
会
に
よ
り
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
の
試
行
事
業
と
し
て
、
県
内
で
初

め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
は
、
国

が
介
護
職
員
は
資
格
要
件
の
観
点
か
ら

将
来
的
に
介
護
福
祉
士
を
基
本
と
す
べ

き
で
あ
り
、
現
任
者
の
研
修
に
つ
い
て

も
実
務
経
験
に
応
じ
た
段
階
的
な
技
術

向
上
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
体
系
的
な
見

直
し
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
と

し
た
こ
と
を
受
け
て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
の
研
修
体
系
の
あ
り
方
に
関
す

る
研
究
会
」（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

が
創
設
を
提
案
し
た
「
介
護
職
員
基
礎

研
修
及
び
現
任
者
の
研
修
体
系
か
ら
な

る
介
護
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
シ

ス
テ
ム
」
の
現
任
研
修
体
系
の
一
部
に

位
置
づ
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
研
修
は
、「
個
別
ケ
ア
」「
チ
ー

ム
ケ
ア
・
連
携
」「
チ
ー
ム
の
運
営
管
理

基
礎
」
の
三
領
域
で
構
成
さ
れ
、
履
修

時
間
は
二
百
時
間
を
数
え
ま
す
。
現
時

点
で
は
制
度
上
の
位
置
づ
け
は
な
く
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
介
護
福
祉
士
会
の
野
上
薫
子
会
長

は
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
現
場
は
厳
し
い

人
材
確
保
難
に
直
面
し
て
お
り
、
日
常

業
務
に
追
わ
れ
る
中
で
二
百
時
間
も
の

研
修
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
受
講
者
に

も
受
講
者
が
所
属
す
る
事
業
所
に
と
っ

て
も
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
」
と
し

な
が
ら
も
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
介
護
福
祉
士

の
自
己
研
鑽
が
欠
か
せ
な
い
」と
し
て
、

今
回
の
試
行
事
業
の
検
証
を
も
と
に
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
修
了
者
の

介
護
保
険
制
度
上
の
配
置
基
準
や
報
酬

へ
の
位
置
づ
け
な
ど
、
早
期
の
制
度
改

正
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

介
護
職
員
の
量
と
質
と
が
同
時
に
求

め
ら
れ
る
中
、
今
後
の
国
の
動
向
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
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本会経営者部会・施設部会　会員数
※平成20年2月13日現在

福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設ののののののののののししししししししししごごごごごごごごごごとととととととととと～～～～～～～～～～私私私私私私私私私私ののののののののののややややややややややりりりりりりりりりりががががががががががいいいいいいいいいい～～～～～～～～～～福祉施設のしごと～私のやりがい～
第１回

連載にあたって

◇
福
祉
職
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

数
多
く
あ
る
職
場
の
中
で
、
な
ぜ
福

祉
の
職
場
を
選
ん
だ
の
か
、
実
際
に
就

職
し
て
今
、
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
、

中
堅
・
若
手
職
員
の
声
を
取
り
上
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

◇
職
場
全
体
で
の
工
夫

　

顧
客
（
利
用
者
）
満
足
度
と
従
業
員

（
福
祉
従
事
者
）
満
足
度
は
相
互
に
影

響
し
て
お
り
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
に
向
け
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
施
設
も
増
え
て
い

ま
す
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
う
し
た

施
設
の
工
夫
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

会員数部会・協議会名

４７５団体経営者部会

１１２７施設施設部会

３７施設
児童福祉施設協議会
（児童養護施設、乳児院など）

１２施設母子生活支援施設協議会

４７７施設保育協議会（保育所など）

２８３施設
老人福祉施設協議会
（特別養護老人ホーム、老人デ
イサービスセンターなど）

１４７施設
障害福祉施設協議会
（身体障害者療護施設、知的
障害者更生施設など）

６５施設
社会就労センター協議会
（身体障害者通所授産施設、知
的障害者授産施設など）

２７施設
福祉医療施設協議会
（福祉医療病院）

１５施設
更生福祉施設協議会
（救護施設、更生保護施設など）

１７施設
地域生活施設協議会
（児童厚生施設、老人福祉セン
ター、隣保事業施設など）

４７施設介護老人保健施設協議会
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　　みなさまのご意見・ご感想を募集しています。
kikaku@knsyk.jpまでお寄せください！

　
　 
福
祉
の
し
ご
と
の
魅
力

　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
や
景
気
動
向
な

ど
の
影
響
に
よ
る
福
祉
現
場
で
の
人
材

確
保
の
厳
し
さ
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
盛
ん
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

労
働
環
境
面
に
お
け
る
給
与
の
低
さ

や
体
力
が
求
め
ら
れ
る
業
務
内
容
な
ど

に
つ
い
て
は
、
印
象
的
な
素
材
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
一
方
、
本
紙
で
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
記
事
で
、
直
接
利
用
者
と
接
す
る

生
活
支
援
の
仕
事
に
「
や
り
が
い
」「
使

命
感
」
を
感
じ
て
い
る
多
く
の
福
祉
従

事
者
の
声
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

�

　
　 
連
載
の
ね
ら
い

◇
幅
広
い
種
別
の
施
設
を
紹
介

　

福
祉
施
設
は
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
方
、
子
ど
も
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

が
利
用
し
、
そ
の
支
援
内
容
も
多
様
で

す
。

　

本
会
に
は
、
約
四
七
〇
の
経
営
団

体
、
約
一
、
一
〇
〇
の
施
設
が
参
加
し

活
動
し
て
い
ま
す（
表
参
照
）。
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
十
の
協
議
会
で
構
成
さ

れ
る
施
設
部
会
の
協
力
の
も
と
、
福
祉

従
事
者
の
生
の
声
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
別
の
施
設
で
の
仕
事
の
魅
力
に
つ

い
て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

！

※yahooで「株式会社八雲堂」と検索してください

〒２３５－００４５
横浜市磯子区洋光台６－２０－６
ＴＥＬ ０４５－８３３－５１７２　ＦＡＸ ０４５－８３３－５１４９
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でか
けてみませんか

川崎市多摩区／多摩区商店街連合会
～多摩区子育て支援パスポート事業～

　いよいよ春到来。今回は川崎市多摩区で昨年９月から行

われている「子育て支援パスポート事業」について、窓口

担当であり、多摩区商店街連合会副会長である横山さんに

お話をうかがいました。新緑が芽生えはじめた生田緑地も

ご紹介します！

　１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン
情報誌「ままとんきっず」を発行。以後、子育てに関する
メール相談、地域の親子が集うサロン運営、各種講座の開
催など、子育て支援活動を展開。２００６年「第１９回神奈川県
地域社会事業賞」を受賞。情報誌・単行本の発行物は３０冊
を数え、一部は海外でも翻訳出版。最新刊は「ままとんき
っず１６号　幼稚園・保育園特集２００７～０８年度版」。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３
ＴＥＬ／ＦＡＸ：０４４－９４５－８６６２

今月は　�　NPO法人ままとんきっず　がお伝えします！

子育てを応援するパスポート　

　子育て支援パスポート事業は、子どもがいる

家庭のお父さんお母さんにゆとりをもって子育

てを楽しんでもらいたいという思いから、多摩

区と区内の商店街が協賛して始められました。

　多摩区商店街連合会が発行する子育て支援パ

スポートを区内１１０店舗のステッカーが貼って

ある協賛店へ持って行くと、それぞれの店のオ

リジナルサービスが受けられます（協賛店によ

ってサービス内容を随時変更する場合あり）。

　パスポート発行の対象は多摩区内に住んでい

る１８歳未満の子どもがいる家庭と妊娠中の方。

多摩区役所こども総合支援

担当へ母子手帳、健康保険

証、住民票など、子どもの

年齢がわかる書類を提示し

て申し込むと発行され（一

部協賛店でも発行）、協賛

店一覧とマップが載った利

用ガイドをもらえます。

人対人のコミュニケーション

　それでは、小田急線向ヶ丘遊園駅の南口にあ

る横山さんの輸入雑貨店「サウサリート」へ。入

口には子育て支援パスポート事業のポスターと

ステッカーが貼られ、「パスポートを持参した

お客様は全商品１割引」とサービス内容が手書

きされています。

　「協賛店の中には子どもカット料金１割引の

理容店、コロッケ１０円引の精肉店、おすすめの

歯ブラシがもらえ歯みがき指導が受けられる歯

科医院などもありますよ」と横山さん。「人対人

のコミュニケーションをとれるのが個人商店な

らではのポイント。声がけを大切にし、少しで

もあたたかい気持ちになってもらえたらと『心

のバリアフリー』を心がけて

います」と話してくださいま

した。

　子育て支援パスポート事業

が開始されて６ヶ月。協賛店

数もパスポート発行数も増え

ているとのこと。パスポート

を持ってのおでかけはますま

す楽しくなりそうです。

自然の中でのんびりしよう

　さて、南口から約１５分歩いたところにある自

然林に囲まれた生田緑地には、蒸気機関車が展

示されている広場やプラネタリウムのある青少

年科学館があり、多くの親子連れがのんびり過

ごしています。日本民家園、岡本太郎美術館、春

と秋に開苑するばら苑（生田緑地東口より徒歩

１５分）もあり、１日では遊びきれないほどです。

歩道は整備されているのでベビーカーでも大丈

夫（自然遊歩道は階段が多い）。オムツ替えシー

トのあるトイレも備えられています。

輸入雑貨やアクセサ
リーが並ぶサウサリ
ート。子育てのあい
まにホッとひと息
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インフォメーションインフォメーション
多摩区子育て支援パスポート事業へのお問合せは
【多摩区役所こども総合支援担当】まで
�０４４－９３５－３１１３

◆子育て中の方や障害のある方にやさしい工夫を
している商店街の情報を募集します！ご意見・ご
感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せ下さい。

店頭に貼られたポスタ
ーとステッカーが協賛
店の目印
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今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５

★
高
齢
者
医
療
確
保
法　

基
本
法
令
集

平
成　

年
版
（
高
齢
者
医
療
制
度
研
究

20

会
、
中
央
法
規
）

★
社
会
保
障
の
手
引
〜
施
策
の
概
要
と

基
礎
資
料
（
中
央
法
規
）

★
中
途
障
害
者
の
心
理
と
支
援
〜
視
覚

に
障
害
の
あ
る
人
々
を
中
心
に
（
柏
倉

秀
克
著
、
久
美
）

★
介
護
教
育　

基
本
テ
キ
ス
ト　

第
２

版
（
社
会
福
祉
法
人
サ
ン
ラ
イ
フ
、
日

総
研
出
版
）

★
宅
老
所
・
小
規
模
多
機
能
ケ
ア
の
す

べ
て
が
わ
か
る
〜
宅
老
所
・
小
規
模
多

機
能
ケ
ア
白
書
２
０
０
８
（
宅
老
所
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
研
究
会
・
地

域
共
生
ケ
ア
研
究
会
編
、
全
国
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

図　
　
　
　

書

★
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
合
併
・
事

業
譲
渡
・
法
人
間
連
携
の
手
引
き
（
案
）

（
社
会
福
祉
法
人
経
営
研
究
会
編
、
厚

生
労
働
省
社
会
援
護
局
福
祉
基
盤
課
）

★
脊
髄
損
傷
者
の
社
会
参
加
マ
ニ
ュ
ア

ル（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
せ
き
ず
い
基
金
）

★
Ｄ
Ｖ
を
理
解
す
る
〜
私
ら
し
く
か
が

や
く
た
め
に
（
主
婦
会
館
）

★
平
成　

年
度　

神
奈
川
の
特
別
支
援

19

教
育
資
料
（
神
奈
川
県
教
育
局
子
ど
も

教
育
支
援
課
編
、
神
奈
川
県
教
育
委
員

会
）

★
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
〜
�
地
域

生
活
者
�と
し
て
生
き
る
ヒ
ン
ト
〜（
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
）

資

料
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神奈川県肢体不自由児協会
理事長　　山田　章弘

～「もったいない」（本の帯から紹介）～
　『日本では年間３万台から５万台の車いすが使
われなくなり、捨てられています。しかし、世界
には車いすが高くて買えない人がたくさんいま
す。ものづくりの得意な日本の工業高校生たちに
よって修理された車いすが、多くのボランティア
によってさまざまな国にとどけ
られています。この本は車いす
を通した心温まる交流を描いた
実話です』。

◇　◇　◇
　スウェーデンでは、補助器具
センターというのがあって、無
償で利用者に改造、貸し出す出
す制度がありました。資源のな
い日本は、考える必要があるの
ではないでしょうか。

２００８年２月刊
定価１，２６０円（税込）

素朴社

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

『空飛ぶ車いす』
井上夕香著
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地
域
生
活
移
行
に
向
け
て 

〜
自
立
支
援
法
の
成
立
と
見
直
し

◇
ね
ら
い

　

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

障
害
者
自
立
支
援
法
（
以
下
、「
支
援

法
」）
の
ね
ら
い
は
、
①
障
害
の
種
別

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
に
か
か
わ
ら

ず
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
、
②
一
般
就
労
を
め
ざ
し
た
事

業
を
創
設
し
、
働
く
意
欲
と
能
力
が
あ

る
障
害
者
を
支
援
す
る
こ
と
、
③
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
市
町
村
が
学
校
の
空

き
教
室
な
ど
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
で
き
る
こ
と
、
④
利

用
者
が
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
手
続
き
や
基
準
を
明
確
化
す
る

こ
と
、
⑤
増
大
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
費
用
を
皆
で
支
え
あ
う
た
め
公
平

な
利
用
者
負
担
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
体
系
も
見
直
さ
れ
、
二

十
四
時
間
の
施
設
生
活
か
ら
地
域
と
か

か
わ
る
暮
ら
し
へ
と
転
換
す
る
た
め
、

日
中
活
動
と
住
ま
い
の
場
が
分
け
ら
れ

ま
し
た
（
図
参
照
）。

◇
課
題
と
見
直
し
の
動
き

　

し
か
し
、
一
割
負
担
に
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
が
利
用
者
に
と
っ
て
負

担
と
な
り
、
利
用
し
づ
ら
く
な
っ
た
こ

と
や
、事
業
者
へ
の
報
酬
が
利
用
し
た
日

数
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

で
収
入
が
大
き
く
減
り
、
経
営
に
支
障

が
出
て
十
分
な
職
員
が
確
保
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
現
場
や
利
用
者
か
ら
見
直

し
を
求
め
る
声
が
強
く
あ
が
り
ま
し
た
。

　

国
も
緊
急
措
置
と
し
て
利
用
者
の
負

担
額
の
上
限
を
下
げ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
障
害

者
が
地
域
で
生
活
を
す
る
た
め
の
所
得

を
ど
う
保
障
す
る
か
、
施
設
入
所
者
が

地
域
で
生
活
す
る
た
め
の
環
境
を
ど
う

整
え
て
い
く
か
な
ど
、
依
然
と
し
て
多

く
の
問
題
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
法
は
、
平
成
二
十
年
度
ま
で
の

見
直
し
を
ふ
ま
え
、
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
第
二
期
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
度

は
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
さ

れ
る
と
の
国
の
方
向
が
示
さ
れ
て
お

り
、
よ
り
一
層
、
現
場
の
意
見
を
発
信

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

社
会
に
当
た
り
前
に
参
加
す
る
た
め
に

〜
障
害
者
権
利
条
約
の
目
的

◇
ね
ら
い

　

障
害
者
権
利
条
約
（
以
下
、「
権
利
条

約
」）
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
、
支

援
法
の
施
行
と
同
時
期
に
国
連
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
完
成
ま
で
に
は
日
本
を

含
む
世
界
各
国
の
障
害
者
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
積

極
的
に
参
画
し
、
日
本
の
障
害
当
事
者

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

権
利
条
約
は
、
健
常
者
に
当
た
り
前

に
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
を
障
害
者
に

連連載載

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
【
第
一
回
】

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に　
【
第
一
回
】

　

昨
今
、
障
害
者
福
祉
の
関
係
法
律
は
動
き
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
十
八

年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
、
そ
し
て
平
成
十
九
年
九
月

に
署
名
さ
れ
た
障
害
者
権
利
条
約
。
障
害
者
の
「
自
立
」
に
向
け
た
国
の

動
き
に
対
し
、
県
内
の
障
害
者
福
祉
の
現
場
で
は
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。

今
年
度
の
連
載
で
は
、
法
・
条
約
の
目
的
を
確
認
し
な
が
ら
、
現
状
と
今

後
整
備
し
て
い
く
べ
き
部
分
を
探
り
ま
す
。
第
一
回
目
の
今
回
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
と
障
害
者
権
利
条
約
の
目
的
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

障
害
者
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に

〜
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
と
障
害
者
権
利
条
約
の
目
的

事業を利用する際には、利用者一人ひとりの個別支援計画が作成され、�
利用目的にかなったサービスが提供されます。�

日中活動と住まいの組み合わせ（全社協パンフレットから抜粋）�
日中活動の場日中活動の場� 住まいの場住まいの場�日中活動の場�

�療養介護 
�生活介護 
�自立訓練（機能訓練・生活訓練） 
�就労移行支援 
�就労継続支援 
　（Ａ型＝雇用型、Ｂ型） 
�地域活動支援センター 
　（地域生活支援事業） 

住まいの場�
�障害者支援施設の 
　施設入所支援 
 
 
�居住支援 
　（ケアホーム、グループ 
　ホーム、福祉ホームの 
　機能） 

又は 
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　私たちが、「暴力から子どもを守る」

というとき、どうしても見ず知らずの

人からの暴力を想像しがちですが、子

どもたちが体験する暴力のほとんど

は、身近にいる人からのものです。つ

まり、そこに誰かが介入しなければ、

簡単には暴力から逃れられない状況の

中にいるということです。

　私は長年、ドメスティック・バイオ

レンス（ＤＶ）の被害者支援に携わっ

てきました。その中で強く感じるの

は、家庭内で暴力を目撃した子どもた

ちの精神的ダメージは、周囲の大人が

考えているよりも、はるかに深刻だと

いうことです。それでも、子どもたち

はみな親を愛しています。

　子どもにとって生活の基盤は家庭に

あります。その家庭の中で恒常的に暴

力が起きていたら、愛する家族が他の

家族から傷つけられていたら、子ども

の成長に欠かせない愛情や安心感を与

えられないばかりか、人間に対する信

頼感を育むことはできません。子ども

たちに暴力を見せていることが、いか

に悪影響を及ぼすことなのか、大人は

しっかりと自覚する必要があると思い

ます。身近にいる大人ができることは

たくさんあります。もしもＤＶや虐待

を見つけたら、決してそれを見過ごさ

ず、できるだけ早く専門家につないで

ほしいと思います。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク186
子どもの人権を守る
のは、大人の責任

財団法人　人権教育
啓発推進センター　

渡邊　千尋

も
保
障
す
る
も
の
で
す
。
障
害
者
が
自

由
に
生
活
す
る
こ
と
、
社
会
に
当
た
り

前
に
参
加
で
き
る
こ
と
、
の
ふ
た
つ
を

約
束
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
権
利
条
約
は
「
合
理
的

配
慮
」
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害
者
の
あ
る
人

の
平
等
を
実
現
す
る
に
は
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
特
別
な
措
置
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

例
え
ば
、
条
約
で
は
、
障
害
者
で
あ

る
こ
と
を
理
由
で
雇
用
し
な
い
と
い
う

差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

「
合
理
的
配
慮
」
を
行
う
こ
と
で
、
障

害
者
が
仕
事
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
（
段
差
を
無
く
す
、
手
話
を
使
え

る
環
境
を
用
意
す
る
等
）
を
義
務
づ
け

て
い
る
の
で
す
。

◇
条
約
の
内
容

　

全
五
十
条
か
ら
成
る
権
利
条
約
の
内

容
は
と
て
も
具
体
的
で
す
。
例
え
ば
、

九
条
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
利
用

し
や
す
さ
）」
で
は
建
物
・
道
路
、
交

通
機
関
の
障
害
物
を
除
き
障
害
者
が
移

動
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た

り
、
二
十
七
条
「
労
働
お
よ
び
雇
用
」

で
は
他
の
人
と
平
等
に
労
働
で
き
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
障
害
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
述
べ
た
合
理
的
配
慮
を
行
わ

な
い
こ
と
を
差
別
と
し
た
こ
と
や
、
新

し
い
考
え
方
と
し
て
手
話
が
言
語
だ
と

確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
権
利
条
約

は
画
期
的
だ
と
言
わ
れ
る
理
由
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
条
約
の
批
准

（
条
約
を
遵
守
し
、
こ
れ
に
自
国
が
拘

束
さ
れ
る
こ
と
を
相
手
国
ま
た
は
各
国

に
示
す
行
為
。
条
約
の
締
結
手
続
は
こ

れ
で
完
了
）
を
す
る
た
め
に
は
、
現
在

の
国
内
法
で
は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
支
援
法
の
見
直
し

を
は
じ
め
と
し
て
障
害
年
金
や
法
定
雇

用
率
な
ど
の
充
実
が
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。◇　

　

◇　
　

◇

　

次
回
は
、
障
害
者
の
「
自
立
」
生
活

に
向
け
て
、
県
内
の
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
関
係
者
の
座
談
会
を
行
い
、
本
連

載
の
視
点
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

▼
参
考
資
料
・
文
献

・「
Ｄ
Ｐ
Ｉ
わ
れ
ら
自
身
の
声
」　

号
、

２２

　

号
２３

・「
さ
ぽ
ー
と
」
６
１
２
号
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り
、
参
加
者
か
ら
は「
柔
軟
で
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
が
素
晴
ら
し
い
」
と
感
嘆
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
将
来
は
自
助
具

に
関
わ
る
専
門
職
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ひ
き

つ
づ
き
こ
の
よ
う
な
場
で
交
流
を
続
け

て
い
き
た
い
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門
職

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
さ
ら
に
技
術
を
高
め
、
活
動

の
場
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
平
成
二
十
年
三
月
十
八
日

（
火
）　

①
副
会
長
の
選
任
、
②
各
種

委
員
会
委
員
の
選
任
、
③
県
社
協
事
務

局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
（
案
）、
④
平
成
十
九
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
案
）、
⑤
平
成
二
十
年
度

県
社
協
会
員
会
費
（
案
）、
⑥
平
成
二
十

年
度
県
社
協
事
業
計
画
並
び
に
収
入
支

出
予
算
（
案
）

神
奈
川
・
東
京
の
自
助
具
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
交
流

　

去
る
三
月
十
五
日
（
土
）
に
か
な
が

わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
市
民

活
動
フ
ェ
ア
２
０
０
８
」
に
お
い
て
、

本
会
で
は
「
自
助
具
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
会
」
を
開
催
し
、
神
奈
川
と
東

京
で
活
動
し
て
い
る
自
助
具
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
関
係
者
約
三
十
名
が
集
ま

り
、
情
報
交
換
や
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

　

前
半
は
、「
い
た
ば
し
自
助
具
工
房

と
ん
か
ち
」、「
品
川
自
助
具
の
部
屋
」、

そ
し
て
本
会「
か
な
が
わ
自
助
具
工
房
」

に
よ
り
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
の
人
に
合
っ
た

使
い
や
す
い
自
助
具
を
提
供
し
た
い
と

い
う
共
通
の
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
を
活
か
し
て
積
極
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
様
子
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
関
東
圏
の
自
助
具
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
数
が

少
な
い
こ
と

か
ら
、
も
っ

と
仲
間
を
増

や
し
て
い
き

た
い
と
の
希
望
や
、
自
助
具
の
効
果
的

な
広
報
の
仕
方
、
自
助
具
を
提
供
し
た

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
必
要
性
な
ど

の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
作
業

療
法
科
三
年
生
三
名
が
、
本
会
自
助
具

工
房
の
協
力
の
も
と
製
作
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
自
助
具
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

片
手
で
お
茶
を
注
ぐ
際
に
急
須
の
ふ

た
を
押
さ
え
る
自
助
具
、
洗
濯
ば
さ
み

を
利
用
し
閉
じ
た
ま
ま
保
持
出
来
る
リ

ー
チ
ャ
ー
（
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
の

も
の
を
引
き
寄
せ
る
道
具
）、
片
手
で

フ
ァ
ス
ナ
ー
を
留
め
る
た
め
の
自
助
具

と
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
お

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

足で絵を描くため
の自助具を紹介

ひろば�

県社協�

ひろば�
の�

「自助具って何？２」
を発行しました！

自助具の製作に携わる方向けの内容
が盛りだくさんです！

〈主な内容〉
�便利な道具を手に
入れるために（作
業療法士より）
�かながわ自助具工
房製作事例
�ボランティアとし
ての心構えや必要
な工具
�全国の自助具ボランティアグループ一覧
※ご希望の方は直接来所されるか、送料
として１４０円切手をお送り下さい。
〈送付先および問合先〉
〒２２１－０８３５
横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２
神奈川県社会福祉協議会ともしび運動
推進担当（�０４５－３１２－１１２１（代））
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
参
加

者
募
集
！

　

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る

人
々
が
知
恵
や
工
夫
を
活
か
し
た
実

践
の
成
果
等
を
発
表
し
、
と
も
に
学

び
あ
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

め
ざ
し
ま
す
。
一
般
の
方
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
内
容
＝
研
究
発
表
、
高
齢
者
福
祉

施
設
・
介
護
保
険
事
業
所
の
紹
介
・

就
職
相
談
、
テ
ー
マ
別
講
演
会
、
介
護

用
品
・
福
祉
機
器
等
展
示
コ
ー
ナ
ー

◇
日
時
＝
平
成　

年
６
月　

日　

２０

２７

（
金
）　

９
時　

分
〜　

時

３０

１７

◇
場
所
＝
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜　

会
議

セ
ン
タ
ー
（
み
な
と
み
ら
い
線
み
な

と
み
ら
い
駅
よ
り
徒
歩
３
分
）

◇
定
員
＝
二
千
名
（
事
前
申
込
）

◇
対
象
＝
①
高
齢
者
福
祉
施
設
・
介

護
保
険
事
業
所
等
職
員
、
②
高
齢
者

福
祉
施
設
等
の
利
用
者
、
家
族
等
、

③
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方
、
④
介
護

福
祉
士
養
成
校
等
の
学
生
お
よ
び
教

育
関
係
者

◇
参
加
費
＝
①
五
千
円
、
②
・
③
千

円
、
④
の
学
生
は
無
料

◇
問
合
せ
＝
本
会
地
域
福
祉
部

　

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当　

�　

－

　

－

１
４
２
４

０４５

３１１

�　

－

　

－

３
４
７
２

０４５

３１４

Ｅ
メ
ー
ル　

koufuku@
knsyk.jp

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】▽
上
智
大
学
総
合
人

間
科
学
部
社
会
福
祉
学
科
▽
ネ
ッ
ツ

ト
ヨ
タ
神
奈
川
㈱
▽
脇
隆
志
【
交
通

遺
児
援
護
基
金
】
▽
横
浜
ビ
ル
シ
ス

テ
ム
㈱
【
指
定
寄
託
金
】
▽
神
奈
川

県
民
共
済
生
活
協
同
組
合
【
と
も
し

び
基
金
】
▽
医
療
法
人
城
見
会
▽
外

語
付
属
短
期
大
学
付
属
高
等
学
校
▽

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
神
奈
川
支
店
▽
県

教
職
員
組
合
▽
県
庁
舎
管
理
課
▽
済

生
会
若
草
病
院
▽
�
全
日
本
不
動
産

協
会
神
奈
川
県
本
部
▽
�
不
動
産
保

障
協
会
神
奈
川
県
本
部
▽
日
本
郵
政

公
社
労
働
組
合
神
奈
川
県
連
絡
協
議

会
▽
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
相
模
大
野
店
・
天
神

橋
店
▽
平
成　

年
度
民
間
社
会
福
祉

１９

事
業
従
事
者
海
外
研
修
▽
み
ど
り
養

護
学
校
１
〜　

期
同
期
会
▽
紅
葉
ヶ

１３

丘
・
横
須
賀
・
京
浜
地
区
各
職
業
能

力
開
発
推
進
協
議
会
▽
横
須
賀
・
紅

葉
ヶ
丘
高
専
職
業
技
術
校
▽
片
桐
修

（
計　

五
、六
二
三
、一
〇
二
円
）

【
寄
付
物
品
】▽
神
奈
川
県
鎌
倉
保
健

福
祉
事
務
所
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題

研
究
会
▽
と
も
し
び
製
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
Ｏ
Ｂ
会
▽
横
浜
公
共
職
業
安
定

所
雇
用
保
険
適
用
課
▽
横
浜
市
立
六

つ
川
小
学
校
▽
原
田
三
郎  （
敬
称
略
）

去る３月２７日、ネッツト
ヨタ神奈川㈱からご寄付
いただき、卯尾仁社長よ
り本会林会長に目録が贈
呈されました
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

Ｋ保育園（横浜市）

発
行
日　

２
０
０
８
年（
平
成　

年
）４
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２０

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

 
み
ん
な
で
立
ち
向
か
う
勇
気
を 
〜
い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

湘
南
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
藤
沢
市
）

　

平
成
十
八
年
度
の
小
・
中
学
校
、
高
校
、

特
殊
教
育
諸
学
校
で
の
い
じ
め
の
件
数

（
認
知
件
数
）
は
十
二
万
件
を
超
え
、
神
奈

川
で
は
約
五
、
八
〇
〇
件
に
上
り
ま
す

（
文
部
科
学
省
調
べ
）。

　

湘
南
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」）
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
虐
待
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
女
性
や
子
ど
も
へ
の
支
援
の
ほ

か
、
十
代
の
子
ど
も
向
け
に
い
じ
め
や
デ

ー
テ
ィ
ン
グ
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
恋
愛
関

係
間
に
発
生
す
る
暴
力
）
等
の
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
小
・
中
学
校
や
高
校
、

大
学
で
暴
力
防
止
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。藤

沢
市
の
公
立
中
学
校
で
の
実
績

　

二
〇
〇
六
年
秋
、
セ
ン
タ
ー
の
暴
力
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ
た
藤
沢
市
立
村
岡

中
学
校
で
、
初
の
長
期
に
わ
た
る
い
じ
め

防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
迎
え
、�
い

じ
め
を
許
さ
な
い
校
風
を
つ
く
ろ
う
�と
、

ン
方
法
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
知
識
や
手
法
を
体
験
的
に
学

び
ま
す
。

　

元
教
師
で
、�
い
じ
め
を
無
く
し
た
い
�

と
い
う
強
い
思
い
で
参
加
し
た
と
い
う
受

講
者
は
、「
さ
っ
そ
く
学
ん
だ
知
識
を
活

か
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
実
践
に

向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
他

の
受
講
者
も
「
い
じ
め
に
つ
い
て
学
べ
る

場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
」と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
学
び
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま

す
。広

が
る
い
じ
め
防
止
の
輪

　

現
在
、
い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
村

岡
中
学
校
以
外
の
二
つ
の
中
学
校
で
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
じ
め
は
無
く
せ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
自
分
を
大
切
に
し
、
傍
観
者
に
な
ら

ず
主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
今
後
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
セ
ン
タ
ー

代
表
の
瀧
田
信
之
さ
ん
。
セ
ン
タ
ー
や
学

校
、
新
た
な
担
い
手
た
ち
の
強
い
意
志
の

も
と
、
い
じ
め
防
止
の
輪
は
着
実
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

全
校
で
の
講
演
会
や
全
学
級
四
回
ず
つ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
体
験
型
の
学
び

の
場
）
を
行
い
、
そ
の
後
有
志
の
生
徒
で

「
ス
ク
ー
ル
バ
デ
ィ
」（
生
徒
の
相
談
相
手

や
い
じ
め
を
防
ぐ
企
画
等
を
考
え
る
役

割
）
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は

一
割
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
デ
ィ
に
参
加

し
、
生
徒
同
士
に
よ
る
支
え
あ
い
の
シ
ス

テ
ム
が
根
づ
き
始
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
い
手
づ
く
り

　

村
岡
中
学
校
で
の
取
り
組
み
は
新
聞
等

で
紹
介
さ
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し

た
。
県
も
そ
の
効
果
に
着
目
し
、
今
年
の

一
月
か
ら
「
か
な
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
」
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
者
養
成

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

全
十
四
回
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
暴
力
に

よ
ら
な
い
コ
ミ 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

湘
南
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

藤
沢
市
辻
堂
太
平
台
２－

２－

３－

１
０
２

�
０
９
０－

４
４
３
０－

１
８
３
６

h
ttp
://w
w
w
.ko
d
o
m
o
-su
p
p
o
rt.o
rg

会話のみで相手と同じ積木
を作るプログラム。「伝える」
難しさと「思いこみ」を体感
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